
度会県はふるさとを想うあなたを必要としています。 

「三重県南部の過疎高齢化が進んだ地域を応援したい。」 

そう想う県民が一人増えるだけで、度会県は元気になります。 

地域との関わり方は人それぞれ。 

できる人ができる範囲で地域を応援する。地域に関わる。 

それがこれからの地域づくりのカタチだと思います。 

「また会う。たびたび会う。度会県。」県民募集中です。 

 

 

 

【事業名】 「度会県」復活による関係人口創出事業 

【団体名】 三重県（伊勢市、尾鷲市、鳥羽市、熊野市、志摩市、大台町、玉城町、度会町、大紀町、

南伊勢町、紀北町、御浜町、紀宝町） 

【事業対象】  

パターン（１）-①：地域にルーツがある方向け 

【事業概要】 

明治初期に実在した「度会県（わたらいけん）」が復活。出身者や地域を応援してくれる

人びとが「県民」となり、新たな県を創りあげていきます。 

 

（１）事業目的・背景 

■「関係人口」のふるさとへの想いを地域づくりに生かす仕組みづくり 

三重県南部地域は、若者世代の人口流出や高齢化が進行し、集落機能の維持が困難となる

地域が増えています。 

これまで、複数市町が連携して、都市部での移住相談会や地域での体験イベントの開催等

に取り組んできましたが、参加者と地域との継続的なつながりの確保には至らず、交流人



口から移住・定住人口へとつなぐ「関係人口」を効果的に創出できていませんでした。 

そこで、本事業では、明治 150 年を機に、新たに「度会県」といったブランドを立ち上

げ、南部地域出身者や地域を応援してくれる人びとに「度会県民」に登録いただき、一定

の一体感、帰属意識を持ってもらうことで「関係人口」の掘り起こしを図るとともに、一

から「県」を創りあげていくというイメージを持ちながら、現実の地域づくりへの関与を

高めていってもらうことを期待しています。 

■コンセプトは、『「想い」と「願い」をつなげる』 

地域への関わり方に関して、単なる体験型イベントへの参加ではなく、地域が求める「度

会県民プロジェクト」に参画するという形をとることで、「地元のために何か協力したい」、

「困っている人のために自分にも何かできるのではないか」といった「関係人口」の潜在

的な想いと、出身者をはじめ、より多くの人びとに地域活動に関わってほしいという地域

住民の願いをつなげる仕組みとし、双方が継続的に WIN-WIN となる関係を築きます。 

 

（２）取組の内容 

①独自の手法による「関係人口」を募る仕組みの構築 

■「度会県」の復活 

 明治 150 年を契機として、当時実在した「度会県」をバーチャル上で復活させることで、

南部地域にルーツを持つ人びとや興味・関心を持つ人びとを対象とした「関係人口」の受

け皿とします。なお、バーチャル上での復活については、度会県 web サイトの開設及び

Facebook ページの作成とします。 

■「度会県民」の募集 

 度会県 web サイトへの集客を図るとともに、サイト上で南部地域の関係人口となる「度

会県民」の募集・登録を行います。「県民ゼロ」、「予算ゼロ」の状態から、県民による新

たな県づくりを行うイメージを持ってもらうことで、出身地等である南部地域への帰属

意識を高め、地域に貢献したいという想いを受け止める枠組みとします。 

■定期的な「県広報」等の送付 

 度会県民に対して、定期的に度会県の情報を送付するほか、「県民証」の発行等により、

度会県民としてのアイデンティティや地域への愛着と誇りの醸成を図ります。 

 

②取組に賛同する者に対する地域と継続的なつながりを持つ機会の提供 

■度会県民プロジェクトの提示 

 現実の地域課題等をふまえ、度会県として県民に関わってもらいたいこと、協力してもら

いたいことについて度会県 web サイト等に提示します。例えば、空き家の利活用に係る

提案やリノベーション作業、伝統行事の担い手などが考えられますが、単なるイベントの

案内ではなく、その地域が抱える課題についての経緯や関わっている人びとの姿、取り巻

く現状等についてストーリー性を持たせた記事として発信します。 



■度会県民とプロジェクトとのマッチング 

 「地域のために何か協力したい」という度会県民の潜在的な想いと、「より多くの人びと

に地域活動に関わってほしい」という地域住民の願いをマッチングさせ、度会県民が県民

プロジェクトに参画できる仕組みを設けます。 

■継続的なつながりの機会の創出 

 実際には都市部等で暮らす度会県民にとって、頻繁に南部地域を訪れ、地域と直接関わる

機会を設けることは困難であることから、度会県 web サイト等において、どのような度

会県づくりが行われているかについて、県民が把握できるような情報発信を行うととも

に、相互に交流できる仕組みを設けます。 

■度会県民の集いの開催 

 度会県民を対象としたリアル交流イベントを都市部等で開催し、実際に南部地域で暮ら

す人びとと交流することで、県民プロジェクトの現状等を知ってもらい、南部地域への興

味・関心を一層高めるきっかけとします。  

 

＜参考資料＞ 

 
出所）三重県提供資料 

 

（３）取組の体制 

 本事業は、三重県南部地域の 13 市町（伊勢市、尾鷲市、鳥羽市、熊野市、志摩市、大台

町、玉城町、度会町、大紀町、南伊勢町、紀北町、御浜町、紀宝町）と連携して実施します。 

 

「度会県」復活による関係人口創出事業

 「関係人口」とは、移住した「定住人口」でもなく、観光に来た「交流人口」でもない、地域
や地域の人々と多様に関わる者

 必ずしも「移住」という形でなくても、「関係人口」のふるさとに対する想いや応援したいと
いう気持ちを受け止め、地域と「関係人口」との継続的な関わりを築くことが重要

「関係人口」とは？＝「観光以上、定住未満の人びと」

度会県民プロジェクトの提示

・地域において「県民」に関わってほしいこと、協力してほしいことをプロジェクトとして提示

・一過性の体験イベントの提供ではなく、「県民」が地域のために役立っていると感じられる
ような内容とする
（例）空き家の利活用について提案してほしい、リノベーション作業を手伝ってほしい

みかんの摘果作業の人手が足りないので協力してほしい

出身者をはじめ、多くの人に
地域に関わってほしい

プロジェクトへの参画

・地域での協働作業を通じて地域住民と交流
・「県民」と地域住民の双方が満足感・充実感を得られる場とする

プロジェクトに協力してくれて
ありがとう！

地元に貢献できて
うれしい！

継続的なつながりの機会の提供 プロジェクトはその後
どうなったかな

・「度会県」のwebサイトにおいて、プロジェクトの進捗を掲載
・都市部でのリアル交流会において、新たなプロジェクトなどを議論

みなさんのおかげで
プロジェクトはこうなりました！

「県民」（関係人口）

地域住民

WIN-WIN
の関係

継続的な
つながり

マッチング

地元のために
何かできること
はないかな

「県民」（関係人口）地域

・ルーツがある者等を「県民」として募集
・新たな「県」をつくりあげるイメージ
・「県広報」及び「県民証」等の送付

南部地域の活性化に向け、広域的な「関係人口」を募るとともに、
「関係人口」と地域との継続的なつながりづくりを推進

（バーチャル上で）

「関係人口」のイメージ（総務省作成資料から）



（４）募集等のスケジュール 

8 月下旬：「度会県」復活（web サイト公開）、「度会県民」の募集 

8 月～12 月：「県民プロジェクト」の参加者募集→プロジェクト実施（4 件程度） 

10 月・1 月：「度会県民の集い」開催 

 

【事業ホームページ】 

詳しくはこちらまで☞ 「度会県ホームページ」https://wataraiken.com/ 

 

【連絡先】 

担当部局名 三重県地域連携部南部地域活性化局 

担当部局連絡先 ０５９－２２４－２１９２  

nanbu@pref.mie.jp 


